
〒068-0352 北海道夕張郡栗山町大井分326

本社　　　[Tel]　0123-72-6006　　[Fax]　0123-72-5456

製品部　 [Teｌ]　0123-77-2111　　[Fax]　0123-77-2112

作成日　令和5年7月3日

環　境　経　営　レ　ポ　ー　ト

2022年度版

共立道路株式会社

本社及び製品部



　１　事業所名及び所在地

共立道路株式会社 本社……北海道夕張郡栗山町大井分326番地

製品部…北海道夕張郡栗山町大井分326番地

　２　代表者 代表取締役　鵜川昌久

　３　環境管理責任者及び連絡先

本社　業務部　松橋秀明　TEL0123-72-6006　FAX0123-72-5456

　４　事業内容

本社 土木･舗装工事の施工、維持管理、特定建設業

(土木工事業･舗装工事業･とび･土工工事業･水道施設工事業)

製品部 産業廃棄物(がれき類とガラス及び陶磁器類･木くず)の中間処理

再生骨材の販売

　５　事業の規模

資本金  3,000万円

設立　　1973年3月28日

対象事業許可取得　　1997年5月12日

　６　組織図　 本社･製品部 ea21の実施体制

百万円 285

工事等の件数

工事現場 維持管理部

（7人）（36人）（6人）

環境管理責任者

代表取締役

Ⅰ　組織の概要

単位 令和4年度

従業員数

百万円 1,620 1,492

人

人

工場･作業所等床面積

9

資機材置場面積

事務所床面積

7

4,000 4,000

本 社 ・ 事 業 部

製
品
部

製 品 部

床面積 ㎡

38,084

350

項目

4,000

令和2年度

224件

売
上
高 合計

638

従業員数

本
社
・
事
業
部

1335

300

百万円

㎡

41

主要製品生産量

㎡

ｔ

240㎡

令和3年度

220

1174

300

638

240

9

38,084

41

環境管理委員会

182

1,321

300

638

240

43

41,544

1,671

318

（6人）（30人）

eａ21事務局兼務

業務部 工事部 製品部
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　７　事業の許可概要

ⅰ　建設業の許可内容

ⅱ　産業廃棄物収集運搬業の許可内容

ⅲ　産業廃棄物処分業の許可内容

　８　施設の状況及び能力等

ⅰ　産業廃棄物収集運搬車輛

ⅱ　産業廃棄物処理施設

ⅳ　産業廃棄物に関する資格

〇　産業廃棄物収集運搬業の許可に関する受講（2020年9月11日第520357509号）

〇　産業廃棄物処分業の許可に関する受講（2020年9月11日第620468510号）

〇　産業廃棄物処理施設（破砕）に関する管理技術者（平成14年9月6日第004817号）

騒音・防塵カバー対策

燃え殻、汚泥、廃油、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、
繊維くず、金属くず、ガラスくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶
磁器くず、がれき類。積替保管なし。

事業の範囲

破砕…木くず、ガラスくず、コンクリートくず及び
          陶磁器くず、がれき類

許可年月日

2.00t

99.2ｔ/D(8h) 12.4t/h 圧縮切断

許可年月日

R1.12.4

R4.5.12

R3.8.11

(特-1)
空第00356号

許可有効期限

令和2年1月18日から

令和7年1月17日まで

2.00t

日野 平ボディ  3.4m×1.9m

特定建設業の内容

土工、とび･土工、舗装、水道施設

許可年月日 事業の範囲

00100047764

許可有効期限

日野 平ボディ  4.3m×1.9m

許可番号

設置場所

環境設備の概要

騒音・防塵カバー対策

騒音・防塵カバー対策

騒音・防塵カバー対策

夕張郡栗山町大井分326番地4

木くずの破砕機

処理方式

400ｔ/D(8h) 50t/h 二軸破砕がれき類の破砕機

1280ｔ/D(8h) 160t/h

640ｔ/D(8h) 80t/hがれき類の破砕機

がれき類の破砕機 二軸破砕

圧縮切断

ダイハツ 平ボディ  2.0m×1.4m 0.35t

処理能力施設の種類 設置許可年月日

平成4年5月12日

日野 ダンプ  2.5m×1.8m 2.00t

日野 平ボディ  3.4m×1.9m 2.00t

日野 平ボディ  3.4m×1.9m 2.00ｔ

日野 ダンプ  3.4m×2.1m 3.90t

運搬車輌の名称 車輌の型式 車輌の規模 積載能力

三菱 ダンプ  3.4m×2.1m 3.45ｔ

許可区分 許可番号 許可有効期限

許可区分

知事許可

知事許可
令和3年8月11日から

令和8年8月10日まで

許可区分 許可番号

平成11年8月30日

平成11年8月30日

平成30年2月27日

- 2 -

00120047764
令和4年5月12日から

令和9年5月11日まで
知事許可



　９　廃棄物等の処理工程図

ⅰ　がれき類(ｱｽﾌｧﾙﾄ殻･ｺﾝｸﾘｰﾄ殻)

ⅱ　木くず

10  産業廃棄物処理料金(プラント引取り)

・　木くず(天然木)…5,000円/t

11  産業廃棄物等処理実績

ⅰ　収集運搬実績

ⅱ　中間（破砕等）処理実績

Ⅱ　対象範囲

　〇　認証･登録の範囲

　　　土木・舗装工事の施工、維持管理、産業廃棄物（がれき類とガラス及び陶磁器類、木くず）の

　　　中間処理及び再生骨材の販売

　〇　環境活動レポートの対象期間及び発行日

　　　対象期間…令和4年6月～令和5年5月

　　　発  行 日…令和5年7月1日

販売 チップ⇒

・　アスファルト殻…800円/t ・　コンクリート殻…800円/t

・　木くず(抜根)…7,000円/t

有価物

最終処分

鉄金（有価物）

⇒

受入
保管

⇒ 有価物⇒破砕処理

受入
保管

⇒ ⇒破砕処理
(破砕ﾌﾟﾗﾝﾄ2基)

→

↓
破棄物

⇒

路盤材、アスファルト合材販売

販売

1月 2月 3月 4月 5月6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

118.97 36.46 3.98 145.81 955.87 478.52 28.03 0.00 0.00 3.78 858.13 75.36 2704.91

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

1099.47 545.33

アスコン類

アスコン類 1510.22 1509.71 552.98 1734.00

木くず 0.00 0.93 2.94

5月 計3月 4月

5.99 2.47

163.39 174.03 65.34

0.00

3272.47

5.456.10 0.00 6.99 4.81

18285.42151.80 1087.42 1189.571905.31

3.85 6.50

105.90 1537.2955.73

44.160.00

3595.61

157.29

6.28

38.43209.27 104.24 64.11

4.18

81.87 317.69

1898.28合計 1673.61 1689.84 618.32

3727.14

3813.82

ガラスくず等

木くず

0.00

1301.97 19866.87
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1203.71 1147.00609.44 196.512118.76

5.66 1.68 0.00 0.00 0.00 0.32 0.09 20.08

合計 118.97 37.39 6.92 151.80 958.34 75.45 2724.99484.18 29.71 0.00 0.00 3.78 858.45



Ⅲ　環境経営方針

1. 環境経営に積極的に取組むために、環境経営システムを構築し、継続的な環境負荷の

低減に取組みます。

2. 環境への取組みとして、特に次の事項に取組みます。

〇　建設副産物は、自社プラントで資源化をして増加を図ります。

〇　二酸化炭素排出量の削減のため、電力・化石燃料の低減に努めます。

〇　水道水の削減に努めます。

〇　廃棄物の削減に努めると共に、再資源化に努めます。

〇　化学物質の環境汚染を防止するため、適正な管理に努めます。

3. 環境に関する法律･規則･協定を遵守します。

4. 環境経営システムの内容を、全社員に周知徹底し、

環境に対する意識の向上に努めます。

制定日　平成18年5月15日

改定日　令和12年6月11日

共立道路株式会社

代表取締役　鵜川　昌久

事業活動をとおして、地球と地域の環境の保全に貢献します。
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環境方針

環境理念

共立道路株式会社は、土木･舗装工事の施工、維持管理、産業廃棄物中間処理の



Ⅳ　環境経営目標

　ⅰ　中長期の環境経営目標は、次のとおり定める。

　電力

　灯油

　Ａ重油

　ガソリン

　ＬＰＧ

　軽油

　水道水使用量

　廃棄物排出量

　グリーン購入量

※　環境経営目標の設定等について

　中長期目標は、’21年の値を基準値とし、その他は次のとおりとする。

　①　温室効果ガス関係

　　 　電力のCO2排出係数は、北電の2022年実数値0.549を使用する。(2022/2/17)

　②　水道水は、削減が限界のため、評価の対象外として把握のみとする。

　③　一般廃棄物の排出量は、紙類、空き缶、ペットボトル等で全量資源化をしているため、目標値を

 　  　±０％（参考値）にし、評価の対象外とする。

　④　循環資源の増加は、排出するアスコン殻等を全量再資源化しているため、評価の対象外とする。

　⑤　グリーン購入は、経営上可能な範囲で実施するため、評価の対象外とする。

Ⅴ　環境経営計画

１　総エネルギー投入量の削減

　①　消費電力の削減

　　・　不必要な時は、照明はつけない　「消し忘れゼロ」のを徹底する。

　　・　施設の同時稼働、多重稼働をさけ、稼働前の連絡を推進する。

　　・　事務室の電気は、ＬＥＤ化を推進する。

　②　自動車燃料の効率化

　　・　冬期間の初期運転以外は、アイドリングＳＴＯＰを励行する。

　　・　急発進・急加速等アクセルむらのないエコドライブを励行する。

　　・　車輛の自主点検・整備を実施する。

　　・　会議や朝礼等で従業員全員に徹底を図る。

　③　重機等の機械燃の効率化

　　・　作業停止時は、機械運転も原則として停止する。

　　・　重機等は、能力に見合った運転をし、過重負荷をかけない。

　　・　重機の整備点検を励行する。

25,858.0 Ｌ

40,357.3 Ｌ

’21年度 （基準値）

- 5 -

＋15％

±0％ ±0％ ±0％

適宜

＋20％ ＋25％

21,070.0 Ｌ

±0％

＋10％

1,942 ㎥

±0％ ±0％

ｋｇ

±0％

1種類 件 適宜 適宜 適宜 適宜

±0%

269,200.0 Ｌ

増
大

アスコン等資源化量 24,795.3 t ＋5％

±0% ±0% ±0%

216,255.4 Ｌ ±0％ ±0％ ±0％

±0%555.5

±0%

±0％

±0% ±0% ±0% ±0%

±0％

±0％

±0％ ±0％

±0％

±0％ ±0％

±0％

±0％

±0％ ±0％

±0％ ±0％ ±0％

投
入
量
の
内
訳

エ
ネ
ル
ギ
｜
等

443,826.6 kwh ±0％

±0％

±0％

±0％ ±0％ ±0％

’25年度 ’26年度

±0％ ±0％

削
減

 　CO2排出量 1,705,459 kg-CO2 ±0％ ±0％

年度 中長期目標

項目 実　数 単位 22年度 ’23年度 ’24年度

Ｌ化学物質の適正管理 気散防止を図り、法に基づき報告をする。



　④　水道水の削減

　　・　トイレのタンクは,節水型に変更する。

　　・　粉じん対策の散水は、常時事前の気候予報を参考に最小限の使用にとどめる。

　⑤　廃棄物の削減等

　　・　一般廃棄物は、削減は困難だが紙及び容器リサイクル該当品のため、全量再資源化をする。

                        　　   特に紙は[サイボウズOffice]というグループウェアを使用し紙への印刷そのもの減らす。

　　・　産業廃棄物は、道路工事に伴って排出するアスコン殻のため、削減は困難だが自社プラントで全量

　　・　資源化をする。

Ⅵ及びⅦ　環境経営目標の実績及び評価並びに次年度の取組内容

 １　 R4年度の実績は、次表のとおりであった。

　電力

　灯油

　Ａ重油

　ガソリン

　ＬＰＧ

　軽油

水道水使用量

廃棄物排出量

　グリーン購入

〔評価意見〕

1 A重油以外の使用量は減ったがCO₂排出量は6.4％増加した。

2 合材出荷数量が前年度比14.2％増加した為、A重油使用量が増加した。

3 アスコン破砕数量、工事件数が減った為、電気･LPGの使用量が減少した。

4 アスコン、主に切削殻の数量が減り、再資源化量が19.9%減少することになった。

［次年度の取組内容］

現場が始まる前に、必要な労働力･重機を見極めロスを少なくすることで、主にガソリン・軽油の使用量

を削減していく。

働き方改革により、労働者の効率的な運用が必須になるとともに、現場への移動や重機の効果的な

使用方法を改めて考えていく

Ⅷ　代表者による経営における課題とチャンス

内部

外部

内部

外部

-4 -0.7% 0.03 -555.5 kg 0.02 - ±0% 551.5
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省資源、省エネの活動の継続

課
題

0.85 14

17

Ｌ

1143

実　数

297

1,705,459

Ｌ 1.04 -5.6%±０％ 24,422.025,858.0 -1,436

- -

269,200.0

21,070.0

±０％ 333,938.3 64,738

-1.4% 2.00

10.20

増
大

再資源化量 24,795.3 ｔ -

1種類 件 - -

145

19,866.9 -4,928 -19.9% -

202,729.8 -13,526 -6.3%

-139

16.81

-16.9%17,510.0

1,942 ㎥ 0.08 ±0% 1,803

Ｌ

1.63

削
減

 　CO2排出量 1,815,236kg-CO2 68.78 ±０％

216,255.4

443,826.6 ＫＷｈ 17.90

基準値差

-9.5%

109,776

-549

6.4%

±０％

目標 実　績

±０％ 401,633.8

内
訳

Ｌ

10.86

40,357.3 Ｌ

±０％

±０％

8.72

増減率

-42,193

年度 ’21年度(基準値) 資源
化量
対比

’22年度 実績

単位

資源
化量
対比項目

売上
百万
対比

売上
百万
対比

-

-

+5％

-

20.22

1.23

24.0%

Ｌ -

-

0.88

39,808.7

-

-3,560

適宜 1種類

-7.2% 0.09

1086

240

15

200

24

91.37

- トリクロロエチレン15ℓ使用し、5ℓ保管6月1日報告済み

10

180

27

121

-

当社における課題とチャンス

チ
ャ
ン
ス

人手不足

原材料費の上昇(電気料金も上昇)

社員と家族が安心できる職場づくり

化学物質の適正管理



Ⅸ　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　①　環境関連法規は、R4年7月に行政機関のＨＰ等で改定等をチェックして当社に必要な法律

　　を次表のとおり確認したので、適切と評価している。

　　　適用法令 　　　　主な要求事項 　確認状況

廃棄物の投棄・焼却の禁止規定 遵守確認

処理施設の設置許可規定 遵守確認

廃棄物処理法 産廃の処理（運搬・保管・処分）基準 遵守確認

産廃の委託基準 遵守確認

管理票の交付・回付・報告規定 遵守確認

水質汚濁防止法 公共水域へ油流出に関する措置・報告規定 事例なし

大気汚染防止法 プラントの設置届、ばい煙等の排出基準 遵守確認

建設リサイクル法 建設副産物の資源化 遵守確認

フロン排出抑制法 業務用エアコン・重機のエアコンの簡易点検 遵守確認

北海道公害防止条例 騒音・振動発生施設の届け出 遵守確認

消防条例 燃料タンク及び木くずの保管の届け出 遵守確認

　②　環境関連法規のうち特に廃棄物処理法は、当社の事業に直接関係する法律で事業継続上

　　の観点から違反することはないが、過去３年に関係当局から違反の指摘がなく訴訟の事実もあり

　　ません。

Ⅹ　代表者による全体の評価と見直し結果

１　　環境経営方針

　変更の必要なし

２　環境関連法規

　 ⅰ　環境関連法規について、当社に係る事業に関し改定なし。

　 ⅱ　環境関連法規の遵守を確認しており、「環境関連法規一覧表兼遵守確認記録簿」は変更しない。

３　環境経営目標と環境経営計画

   ⅰ　環境経営目標の項目等は、実績表のとおりとする。

   ⅱ　中長期目標値は、固定方式を継続し事業量の増加を目指す。

   ⅲ　環境経営計画の内容は、追加項目以外は変更しない。

４　実施体制・システム

 変更しない

５　その他

  ⅰ　文書類の改訂年月日は、事務処理上６月１日遡及すること。

  ⅱ　サイボウズOfficeの活用で資源の削減を行う、地域貢献等を積極的に行い評価を上げること。

  ⅲ　エコアクションの説明会等に積極的に参加して理解を深めること。
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